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【
概
況
】

東
京
市
場
の
ニ
ン
ニ
ク
は
、
か
つ
て

年
間
入
荷
量
が
７
０
０
０
ｔ
程
度
あ

っ
た
が
、
中
国
産
の
激
減
に
よ
っ
て

08
年
に
は
５
０
０
０
ｔ
を
割
り
込
ん

だ
。
平
均
単
価
が
４
３
０
円
か
ら
08
年
に
７

０
０
円
以
上
に
高
騰
し
た
こ
と
か
ら
国
産
が

増
産
し
、
09
年
に
は
５
％
ほ
ど
入
荷
が
増
え

て
価
格
高
騰
は
沈
静
化
し
た
。
春
か
ら
出
回

り
が
増
え
て
く
る
が
、
夏
に
極
端
な
ピ
ー
ク

を
形
成
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
中
国
産

は
一
時
減
っ
た
が
、
07
年
以
降
の
入
荷
量
は

ほ
ぼ
一
定
で
、
シ
ェ
ア
は
53
％
あ
る
。

【
背
景
】

ニ
ン
ニ
ク
と
い
え
ば
ス
タ
ミ
ナ
野
菜
の
代
表

格
だ
が
、
そ
の
消
費
形
態
か
ら
見
る
と
、
冬

場
に
も
需
要
は
多
く
、
と
り
わ
け
夏
バ
テ
対

策
の
野
菜
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し

今
年
の
場
合
は
、
本
来
増
え
る
べ
き
春
に
入

荷
が
少
な
く
、
需
要
期
で
あ
る
７
月
に
至
っ

て
は
前
年
同
月
よ
り
15
％
も
減
少
し
、
キ
ロ

単
価
は
43
％
も
高
く
な
っ
た
。
こ
の
強
い
引

き
は
業
務
用
需
要
が
先
導
し
て
い
る
も
の
だ

が
、
こ
の
需
要
に
対
し
て
中
国
産
で
対
応
で

き
る
部
分
は
限
ら
れ
て
お
り
、
国
産
の
出
荷

減
が
大
き
く
響
い
た
。

こ
の
夏
は
猛
暑
で
あ
る
。
消
費
者
も
夏
バ
テ
気
味
で
あ
る

が
、
一
方
で
野
菜
生
産
も
一
連
の
天
候
�
�
�
�
�
�
生
�

�
�
�
�
�
�
生
�

�
�
�
�
生
�

�
ダ
メ
ー
ジ
が
出
�
お
り
、
市
場
相
場
も
暴
騰
気
味
だ
。

夏
場
�
は
、
体
力
を
つ
け
る
た
め
�
ス
タ
ミ
ナ
野
菜
類
の

消
費
が
活
発
化
す
る
も
の
だ
が
、
今
年
の
場
合
は
高
値
で
あ

る
。
入
荷
が
少
な
い
た
め
な
の
か
、
需
要
が
旺
盛
な
の
か
は

判
断
が
難
し
い
も
の
の
、
夏
�
は
夏
の
野
菜
を
�
�
強
気
で

売
�
�
い
く
こ
と
が
必
要
だ
。
ま
た
、
必
ず
し
も
夏
が
生
産

の
ピ
ー
ク
で
は
な
い
品
目
で
も
、〝
夏
向
き
野
菜
〟
と
し
�
ア

ピ
ー
ル
し
た
い
も
の
も
あ
る
。

何
も
せ
ず
と
も
高
値
販
売
が
約
束
さ
れ
�
い
る
こ
と
�
油

断
し
�
は
な
ら
な
い
。

ニンニク
今
夏
は
国
産
の
不
作
で
高
騰｡

輸
入
品
を
敬
遠
す
る
需
要
に
安
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供
給
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【
概
況
】

東
京
市
場
の
オ
ク
ラ
は
、
近
年
、
鹿

児
島
、
沖
縄
、
高
知
な
ど
の
ト
ッ
プ

３
産
地
や
九
州
産
地
が
と
も
に
増
産

傾
向
。
06
年
は
入
荷
が
前
年
比
で
25

％
も
減
っ
た
が
、
翌
年
以
降
は
増
勢
で
09
年

に
は
近
年
に
な
い
入
荷
量
と
な
っ
た
。
入
荷

が
増
え
た
割
に
単
価
が
堅
調
推
移
し
て
い
る

の
は
、
国
産
の
増
勢
に
よ
り
単
価
の
安
い
輸

入
品
の
割
合
が
減
っ
た
た
め
で
あ
る
。
熱
帯

性
の
野
菜
で
あ
る
た
め
６
月
か
ら
夏
場
に
か

け
て
ピ
ー
ク
を
迎
え
、
夏
野
菜
と
し
て
す
っ

か
り
消
費
者
に
定
着
し
て
い
る
。

【
背
景
】

今
年
の
オ
ク
ラ
は
、
本
来
増
え
て
く
る
は
ず

の
６
月
に
入
荷
が
少
な
く
価
格
が
高
騰
。
７

月
に
入
っ
て
も
入
荷
は
前
年
比
で
36
％
も
少

な
く
、
単
価
は
46
％
も
高
騰
し
た
。
主
産
地

で
あ
る
西
南
暖
地
が
、
春
か
ら
の
低
温
や
豪

雨
な
ど
で
被
害
を
受
け
る
一
方
、
フ
ィ
リ
ピ

ン
産
な
ど
輸
入
品
の
入
荷
が
ほ
と
ん
ど
な
い

時
期
に
入
っ
た
た
め
で
あ
る
。
本
来
は
夏
場

に
供
給
体
制
が
厚
い
は
ず
だ
が
、
こ
れ
ほ
ど

の
入
荷
減
は
想
定
外
だ
っ
た
よ
う
だ
。
近
年
、

消
費
者
に
人
気
が
高
い
〝
ネ
バ
ネ
バ
系
野
菜
〟

の
代
表
格
だ
け
に
、
影
響
が
大
き
い
。

オクラ
天
候
不
良
で
６
月
以
降
に
高
騰
。
輸
入
な
い
時
期
に
マ
ー
ケ
ッ
ト
獲
得
を0
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猛
暑
の
夏
の

ス
タ
ミ
ナ
野
菜
類

野菜生産者のための相場研究

【
今
後
の
対
応
】

国
産
の
不
作
は
春
先
か
ら
の
天
候
不
順
に
よ

る
も
の
だ
が
、
こ
こ
２
～
３
年
、
全
国
各
地

で
新
規
の
産
地
を
含
め
て
ニ
ン
ニ
ク
の
増
産

意
欲
は
強
い
。
中
国
産
の
需
要
は
、
加
工
仕

向
け
と
一
部
の
業
務
用
に
限
定
さ
れ
つ
つ
あ

り
、
今
年
の
夏
の
よ
う
に
国
産
の
入
荷
が
減

る
と
、
途
端
に
高
騰
す
る
構
造
に
な
っ
て
い

る
。
中
国
産
の
需
要
を
ど
う
代
替
し
て
い
く

か
が
、
国
産
ニ
ン
ニ
ク
の
課
題
だ
。
キ
ロ
単

価
が
２
０
０
円
で
も
採
算
の
合
う
栽
培
法
や

商
品
開
発
が
待
た
れ
る
。

【
今
後
の
対
応
】

本
来
、
供
給
が
安
定
し
て
い
る
は
ず
の
夏
場

の
西
南
暖
地
に
、
今
年
は
思
わ
ぬ
被
害
が
出

た
。
し
か
し
こ
の
時
期
は
最
も
需
要
が
強
い

の
だ
か
ら
、
関
東
、
東
北
に
大
型
産
地
が
育

っ
て
も
い
い
。
実
際
に
関
東
で
は
群
馬
、
東

北
で
は
秋
田
が
普
及
拡
大
し
よ
う
と
し
て
い

る
。
群
馬
で
は
と
り
た
て
の
シ
ャ
キ
っ
と
し

た
食
味
を
保
持
す
る
た
め
に
Ｍ
Ａ
包
装
を
採

用
す
る
な
ど
、
ア
ピ
ー
ル
に
余
念
が
な
い
。

地
場
産
が
増
え
た
分
、
高
知
な
ど
の
周
年
型

産
地
が
影
響
を
受
け
る
が
、
夏
場
は
も
っ
と

供
給
が
厚
く
て
も
い
い
だ
ろ
う
。
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流通
ジャーナリスト

小林  彰一
青
果
物
な
ど
農
産
物
流
通
専
門
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
。
㈱
農
経
企
画
情
報
セ
ン
タ
ー

代
表
取
締
役
。「
農
経
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
シ
ス
テ
ム
ズ
」
を
主
宰
、
オ
ピ
ニ
オ
ン
情

報
紙
『
新
感
性
』、
月
刊
『
農
林
リ
サ
ー
チ
』
を
発
行
。
著
書
に
『
日
本
を
襲
う
外
国

青
果
物
』、『
レ
ポ
ー
ト
青
果
物
の
市
場
外
流
通
』、『
野
菜
の
お
い
し
さ
ラ
ン
キ
ン
グ
』

な
ど
が
あ
る
ほ
か
、
生
産
、
流
通
関
係
紙
誌
で
の
執
筆
多
数
。

【
概
況
】

東
京
市
場
の
ニ
ラ
は
、
入
荷
が
増
勢

し
つ
つ
も
単
価
が
つ
い
て
き
て
お
り
、

地
味
な
が
ら
成
長
品
目
だ
と
い
っ
て

い
い
。
主
産
地
の
栃
木
、
茨
城
と
も

周
年
体
制
だ
が
、
東
北
の
季
節
生
産
の
も
の

が
増
え
る
春
に
小
さ
な
ピ
ー
ク
が
あ
る
。
ス

タ
ミ
ナ
野
菜
と
は
い
っ
て
も
、
夏
に
は
入
荷

が
減
り
気
味
に
な
る
。
軟
弱
野
菜
だ
け
に
品

質
管
理
が
難
し
い
た
め
だ
ろ
う
。
た
だ
し
単

価
は
夏
場
が
い
ち
ば
ん
底
に
な
る
た
め
、
量

販
店
な
ど
で
は
品
揃
え
に
熱
心
で
、
こ
の
時

期
は
動
き
も
い
い
。

【
背
景
】 

今
年
の
場
合
、
年
明
け
か
ら
前
年
比
を
割
る

入
荷
量
で
推
移
し
て
き
た
が
、
５
月
頃
か
ら

は
回
復
基
調
と
な
っ
た
。
た
だ
し
７
月
は
前

年
よ
り
１
割
程
度
の
減
少
で
、
単
価
は
33
％

も
高
く
な
っ
た
。
キ
ャ
ベ
ツ
や
レ
タ
ス
な
ど

が
高
値
だ
っ
た
分
、
相
場
が
引
っ
張
ら
れ
た

よ
う
だ
。
調
理
も
簡
単
で
メ
ニ
ュ
ー
の
幅
も

広
い
ニ
ラ
は
、
単
価
の
安
さ
も
手
伝
っ
て
家

庭
需
要
が
強
い
。
こ
の
と
こ
ろ
の
内
食
回
帰

現
象
で
、
単
価
が
安
く
て
安
定
し
て
い
る
野

菜
に
人
気
が
集
ま
っ
て
い
る
。
ニ
ラ
が
増
勢

傾
向
に
あ
る
理
由
だ
。

ニラ
内
食
回
帰
で
�
�
�
需
要
�
�
�
。
�
�
安
い
夏
�
に
供
給
を
�
�

で
�
�
�
需
要
�
�
�
。
�
�
安
い
夏
�
に
供
給
を
�
�0
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【
概
況
】

東
京
市
場
の
ニ
ガ
ウ
リ
は
、「
ゴ
ー
ヤ

ー
の
日
（
５
月
８
日
）」
の
あ
る
５
月

か
ら
増
え
始
め
、
ピ
ー
ク
は
６
～
８

月
、
９
月
に
な
る
と
ガ
タ
っ
と
入
荷

が
減
る
と
い
う
、
典
型
的
な
夏
の
野
菜
で
あ

る
。
産
地
は
圧
倒
的
に
南
に
多
く
、
主
産
地

の
沖
縄
に
、
宮
崎
、
鹿
児
島
、
長
崎
と
い
っ

た
九
州
各
県
が
続
く
。
近
年
の
温
暖
化
の
影

響
も
あ
る
の
か
、
西
南
日
本
な
ら
ど
こ
で
も

生
育
で
き
る
が
、
一
方
で
ピ
ー
ク
時
に
は
群

馬
や
茨
城
な
ど
関
東
産
の
数
量
も
あ
る
。
産

地
が
明
ら
か
に
北
上
し
て
い
る
。

【
背
景
】

ニ
ガ
ウ
リ
は
冬
場
の
入
荷
が
徐
々
に
増
え
て

い
る
。
業
務
用
で
も
一
般
家
庭
で
も
周
年
需

要
が
定
着
し
つ
つ
あ
る
か
ら
だ
が
、
今
年
に

限
っ
て
は
年
明
け
以
来
前
年
実
績
よ
り
入
荷

が
少
な
い
状
態
が
続
き
、
売
り
出
し
の
タ
イ

ミ
ン
グ
で
あ
る
５
月
に
は
な
ん
と
３
割
以
上

も
減
っ
た
。
天
候
不
良
の
影
響
で
あ
り
、
本

番
の
夏
の
出
荷
が
心
配
さ
れ
た
が
、
実
際
に

は
６
月
、
７
月
と
盛
り
返
し
た
。
７
月
の
入

荷
量
は
前
年
比
５
％
程
度
の
減
、
単
価
も
８

％
高
と
落
ち
着
い
て
き
た
。
多
産
地
化
が
幸

い
し
た
。

ニガウリ
猛
暑
で
生
産
増
を
誘
導
か
。
産
地
の
北
上
で
期
待
さ
れ
る
東
北
地
方0
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【
今
後
の
対
応
】

九
州
で
は
ゲ
リ
ラ
豪
雨
の
影
響
が
少
な
く
な

か
っ
た
が
、
そ
の
後
の
猛
暑
は
か
え
っ
て
ニ

ガ
ウ
リ
の
絶
好
の
生
育
条
件
と
な
っ
た
よ
う

で
、
西
南
日
本
よ
り
温
度
が
高
か
っ
た
関
東

産
も
順
調
だ
。
消
費
者
に
と
っ
て
も
夏
バ
テ

に
効
き
そ
う
な
野
菜
だ
け
に
、
動
き
は
好
調
。

ほ
か
の
野
菜
類
が
高
騰
す
る
中
、
サ
イ
フ
に

優
し
い
商
品
に
な
っ
て
い
る
。
今
後
の
課
題

は
関
東
以
北
の
産
地
化
で
あ
る
。
温
暖
化
の

流
れ
で
、
東
北
地
方
で
も
充
分
生
産
可
能
な

品
目
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
障
壁
は
思
い
込
み

だ
け
だ
。

【
今
後
の
対
応
】

ニ
ラ
の
最
も
お
い
し
い
季
節
は
冬
場
だ
と
い

わ
れ
る
。
最
近
で
は
鍋
物
に
欠
か
せ
な
い
品

目
で
も
あ
る
。
し
か
し
今
や
周
年
需
要
が
定

着
し
、
夏
場
で
も
作
り
や
す
く
筋
っ
ぽ
く
な

い
品
種
が
登
場
し
た
こ
と
や
、
産
地
で
の
予

冷
処
理
、
保
冷
輸
送
も
普
及
し
た
こ
と
か
ら
、

供
給
が
安
定
し
て
き
て
い
る
。
一
方
で
夏
場

の
ニ
ラ
は
単
価
の
安
さ
が
ウ
リ
で
あ
る
。
こ

の
時
期
、
業
務
用
よ
り
家
庭
用
需
要
の
ほ
う

が
強
い
た
め
に
、
そ
ん
な
現
象
が
起
き
る
。

夏
休
み
の
子
供
た
ち
や
、
そ
の
母
親
の
た
め

に
、
供
給
を
厚
く
し
た
い
も
の
だ
。


